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身体的拘束を最小化する取り組みに関する指針 

 

＜基本理念＞ 

身体的拘束は、基本的人権や人間の尊厳を守ることを妨げる行為です。 

当院の医療現場でも、やむを得ず身体的拘束を行う場合が度々起こります。 

それに対して、その身体的拘束がやむを得ない場合とはどういう状況なのか、他の方法

は十分に検討されたのか、身体的拘束を解除する為の評価は行われているのかを問い、 

やむを得ない状況をなくすために何をなすべきなのかを考えることが重要です。 

当院では、身体的拘束最小化チームを中心に、組織全体で取り組み、その意識向上と定

着を目標とします。 


